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1.  国立国会図書館デジタルアーカイブの変遷

国立国会図書館が収集・保存しているデジタル資料の検索・閲覧
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国立国会図書館のデジタルアーカイブの変遷とデジタル化の流れ

H8年度 電子図書館実証実験プロジェクト（館内限定）

H10.6 「ディジタル貴重書展」

H12.3     「貴重書画像データベース」

H14.10 「近代デジタルライブラリー」

H18年度 「資料デジタル化基本計画」策定

H22年度 大規模デジタル化実施（H21年度補正予算）

H23.4     「国立国会図書館のデジタル化資料」

H23.10 大規模デジタル化撮影資料追加

H25年度 「資料デジタル化基本計画」策定

H26.1     「国立国会図書館デジタルコレクション」

R3.3 「資料デジタル化基本計画2021-2025」
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ディジタル貴重書展

H10（1998）公開

電子展示会

貴重書画像データベース

H12（2000）公開

検索機能つき
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近代デジタルライブラリー

H14（2002）公開 明治・大正期刊行の図書や児童書等

H22年度 大規模デジタル化によるコンテンツ拡充（H21年度補正予算）
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国立国会図書館のデジタル化資料

H23（2011）公開

公開当初は古典籍とインターネット資料のみで、図書は近代デジタルライブラリーで対応

その後、収録資料を増やし、図書、雑誌等とまとめて検索・閲覧可能になった（画面は2011年8月）
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国立国会図書館デジタルコレクション

H26（2014）「国立国会図書館デジタル化資料」から名称変更

コンテンツの種類および収録資料数は年々増加
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2. 国立国会図書館のデジタル化（1）

・デジタル化の概要
国立国会図書館ビジョン2021-2025 –国立国会図書館のデジタルシフト-

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_ndl.html

資料デジタル化について
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html

資料デジタル化基本計画2021-2025
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/digitization_plan2021.pdf

デジタル化資料提供状況

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html

図書 ：159万点

雑誌 ：136万点

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_ndl.html
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/digitization_plan2021.pdf
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html
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2. 国立国会図書館のデジタル化（2）
・マニュアル

国立国会図書館資料デジタル化の手引2017年版
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/guide.html

・遠隔研修
イントロダクション～資料デジタル化研修にあたって～

https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/digi_intro_2019.html

資料デジタル化の基礎
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/digi_basic_2019.html

デジタル化資料の権利処理と利活用

https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/digi_copyright_2019.html

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/guide.html
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/digi_intro_2019.html
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/digi_basic_2019.html
https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/digi_copyright_2019.html
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2. 国立国会図書館のデジタル化（3）
・デジタル化の目的

(1) 原資料の保存

(2) 電子図書館サービスの実現

(3) メタデータ充実等による資料の発見可能性向上

(4) オープンデータ提供による新規コンテンツの創出

(5) 災害による原資料散逸・破損への備え

参考：「国立国会図書館資料デジタル化の手引2017年版」
「資料デジタル化基本計画2021-2025」
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3. 古典籍資料のデジタル化（1）

・古典籍資料室の所管資料
総計およそ28万冊

・江戸期以前の和古書

・清代以前の漢籍

・近代の新聞・雑誌のうち、準貴重書

・1830年以前刊行の西洋古典籍

デジタル化済み（約9万点）

・和古書・漢籍のうち貴重書約1,300点、準貴重書約800点
・帝国図書館時代受入の和古書・漢籍の大部分
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3. 古典籍資料のデジタル化（2）
外注デジタル化
・受託業者が撮影・データ作成を行う

・撮影作業は原則館内、データ作成は受託業者施設

・年度ごとに調達・契約するため上半期調達、下半期撮影

内製デジタル化
・当館職員が撮影・データ作成を行う

・館内に設置されたスキャナを使用して撮影、ツールによりデータ作成

・通年で撮影
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3. 古典籍資料のデジタル化（3）
・資料デジタル化の優先順位
（1）貴重書・準貴重書等の和古書・漢籍
（2）貴重書・準貴重書以外の和古書・漢籍
（3）西洋古典籍（番外）
（4）電子展示会で取り上げる資料（番外）

・資料群別デジタル化方法
外注によるデジタル化（1）（2）
内製によるデジタル化（2）（3）（4）
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4. 外注デジタル化の工程

1. 対象資料選定
2. 仕様書の作成
3. 業者決定（入札）
4. データ作成

（画像・メタデータ・管理データ）

5. 納品・検収
6. 画像とデータの登録・公開
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4-1. 対象資料選定（1）
①対象資料の選定

ア. 前年度に指定された貴重書・準貴重書

イ. それ以外の古典籍資料

※2020年度以前の規模は約30,000コマ/年
2021年度は70,000コマ
2022年度は75,000コマ
2023年度は80,000コマ

↓

②現物の状態確認・コマ数確認
↓

③対象資料決定・資料管理リスト確定
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撮影前に綴じ糸を切る例
（改装本：帝国図書館表紙）

國

帝

圖

書

館 蔵
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撮影前に綴じ糸を切る例
（改装本：帝国図書館表紙）



19

4-1. 対象資料選定（2）

No. 枝番 請求記号 書誌ID タイトル

12 1 わ025-12 024232504 群書一覽續篇

巻次 巻次よみ 各巻タイトル 各巻タイトルよみ 内容細目

巻三 有職之部 0003

コレクション 大きさ 冊数 備考

34cm 1冊
折込頁あり

間紙要(紙薄い)
付箋あり

※H30年度の例デジタル化対象資料のリスト作成
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メタデータ例 https://dl.ndl.go.jp/pid/2569911/1/7

https://dl.ndl.go.jp/pid/2569911/1/7
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巻号情報の例

巻号が番号のみで探しにくい
https://dl.ndl.go.jp/pid/2610114

帖の名前があり探しやすい
https://dl.ndl.go.jp/pid/1288440

https://dl.ndl.go.jp/pid/2610114
https://dl.ndl.go.jp/pid/1288440
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電子化時の注記等の例 https://dl.ndl.go.jp/pid/11891901

（参考）メタデータ流通ガイドライン
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline/

https://dl.ndl.go.jp/pid/11891901
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline/
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4-2. 仕様書の作成（1）

画像のフォーマット

・保存用画像

JPEG2000形式（可逆圧縮）

24ビットフルカラー

解像度は原資料に対して400dpi相当

※大型資料の全体画像は200～300dpi

・提供用画像（圧縮率1/50）

※「国立国会図書館資料デジタル化の手引2017年版」準拠

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/guide.html

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/guide.html
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4-2. 仕様書の作成（2）
撮影場所…国立国会図書館内

撮影作業員…経験者。特に指揮監督者は1級文書

情報管理士以上の資格を求める

撮影方法…平置き資料を垂直上方から撮影（原則）

資料の取り扱い…運び方、置き方、筆記用具等

写込み物…カラーチャート・メジャー・名票類

撮影順…分割・付箋・折込・挟み込み物等

※「国立国会図書館資料デジタル化の手引2017年版」に、

古典籍資料のものをもとにした仕様書例あり（pp.75-124）
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写込み物の例
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名票の例「紙背」（本紙と紙背は各1分冊扱い）

＜本紙＞ ＜紙背＞

https://dl.ndl.go.jp/pid/2570133

https://dl.ndl.go.jp/pid/2570133
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名票の例「丁内挟み込み物」「ガラス使用」
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ガラス不使用の例（貴重書・彩色がはがれやすいもの）
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挟み込み物の例 https://dl.ndl.go.jp/pid/11891859

① 挟み込み物のある状態

② 挟み込み物のみ
「挟み込み物」の名票

③ 挟み込み物なしの状態

③

②①

https://dl.ndl.go.jp/pid/11891859
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付箋の例 https://dl.ndl.go.jp/pid/2579510/1/23

① ②

③
① 付箋が折られた状態

③ 付箋を下ろして資料全体

③ 下ろした付箋の全体

https://dl.ndl.go.jp/pid/2579510/1/23
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間紙の例 https://dl.ndl.go.jp/pid/11891802/1/74

間紙なし 間紙あり

https://dl.ndl.go.jp/pid/11891802/1/74
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折込図の例 https://dl.ndl.go.jp/pid/11891876/1/46

①

②

https://dl.ndl.go.jp/pid/11891876/1/46
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4-3. 業者決定（入札）

実施決裁→入札公告→入札説明会

→提案書確認→一般競争入札

・入札説明会で、仕様書の説明

・提案書を精査し、入札参加業者の審査

・落札業者の一覧はＨＰで公開
https://www.ndl.go.jp/jp/supply/keiyaku/rakusatsu/index.html

https://www.ndl.go.jp/jp/supply/keiyaku/rakusatsu/index.html
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4-4. データ作成（受託者作業）
【館内作業】（毎日の作業）

（1）撮影資料引き渡し

・当館と受託者で資料名・数量リストを照合

・疑義照会

（2）資料に付着した埃の掃除・資料確認

（3）撮影

（4）撮影資料返却（リスト照合・疑義照会）

【館外作業】

（5）画像データ作成（トリミング等）

（6）メタデータ・管理データ等作成
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4-5. 納品・検収
数回に分けて納品 → 職員による検収
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画像データ不備の例：撮影漏れ（丁付けから発見可能）

十
五

＜1コマ目＞

この間に
撮影漏れあり

＜2コマ目＞

十
七
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画像データ不備の例：撮影漏れ（画像だけでは発見不能）

＜1コマ目＞

この間に
撮影漏れあり

＜2コマ目＞
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画像データ不備の例：付箋の上げ漏れ

＜1コマ目＞
付箋が3枚下りている

＜2コマ目＞
①②の付箋が上がる

①

③

②

＜3コマ目＞ 次頁

この間に、③の付箋を
上げた画像が必要

① ②

③
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画像データ不備の例：名票の誤り（タイトル）

〈参考〉綴じ糸を切った資料の仮止め

正しくは『牽牛花目録』
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4-6. 画像とデータの登録・公開（1）

・画像データ、メタデータ、管理データを

「国立国会図書館デジタルコレクション」に登録

・デジタルコレクションとHPにお知らせ掲載
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4-6.画像とデータの登録・公開（2）

公開後のメンテナンス
・画像データに不備がある場合の訂正

（受託者による対応）

・書誌事項等に不備がある場合の訂正

（職員による対応）

・解題の登録（一部の資料）

<解題一覧> https://dl.ndl.go.jp/ja/kaidai.html

＜解題のある資料の例＞

https://dl.ndl.go.jp/pid/8929276

https://dl.ndl.go.jp/ja/kaidai.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/8929276
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公開後に画像データ不備が発見された例（再撮影）
https://dl.ndl.go.jp/pid/2561181/1/65

https://dl.ndl.go.jp/pid/2561181/1/65
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公開後に画像データ不備が発見された例（暫定措置）
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5. 内製デジタル化の工程

１．対象資料選定

２．作業マニュアルの作成

業者決定（入札）

３．データ作成

メタデータ⇒撮影⇒画像データ作成

４．データ検収

５．画像とデータの登録・公開
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5-1. 対象資料選定
①対象資料の選定

貴重書・準貴重書以外の和古書・漢籍

⇒近代和装本・写本から選定

2021年度は1,900コマ（2021年11月から開始）
2022年度は45,000コマ

↓

②現物の状態確認

※外注で必要だったコマ数の確認は不要

↓

③対象資料決定・リスト作成
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5-2. 作業マニュアルの作成

撮影場所…国立国会図書館内

撮影作業員…職員

撮影方法…館内共有のスキャナにより平置き資料を垂直上方から
撮影

資料の取り扱い…原則ガラス使用

写込み物…最初の一コマ目のみカラーチャート・メジャー、名票
類は入れない

撮影順…分割・付箋・折込・挟み込み物等

画像のフォーマット…撮影画像をTIFFで保存し、その後、夜間の
自動処理により、JPEG2000形式に変換して保存する。
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5-3.データ作成

① メタデータ投入
② 撮影資料引き渡し
③ 資料に付着した埃の掃除・資料確認
④ 機器の準備
⑤ 撮影
⑥ 資料返却（リスト照合・疑問点の確認）
⑦ 画像データ作成

検収でエラーが確認された資料について、同様に再撮影



48

5-4.データ検収

① 撮影担当職員とは別の検収担当職員により検収。必要に応じて、
原本と比較しながら全コマを確認

② 再撮影が必要なら、差し戻し
③ 撮影担当職員が、エラー内容に即して該当のコマを再撮影
④ 検収担当職員が再撮影したコマを再度検収
⑤ ①～④を繰り返し、エラーがなくなったら、管理担当職員が最

終確認。問題なければ、ステータスを完了に変更
⑥ 資料を書庫に納架し、進捗を記録
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5-5.画像とデータの登録・公開

データ登録
・提供用のシステムにデータを登録し、公開

公開後のメンテナンス
・画像データに不備がある場合の修正

（職員による再撮影及び画像差し替え）

・書誌事項等に不備がある場合の訂正

（職員による修正）
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6.マイクロ資料からのデジタル化（1）

・外注によるデジタル化
近代の新聞・雑誌のうち、準貴重書を撮影したマイクロフィッシュから

＜メリット＞

コストが原資料からのデジタル化に比べて低い

準備作業が原資料からのデジタル化に比べて少ない

資料を館外持ち出し可とし、館外での撮影作業を可能としたため、館内に

撮影場所の確保が不要

＜デメリット＞

画質が原資料からのデジタル化に比べて悪い
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6.マイクロ資料のデジタル化（2）
・内製によるデジタル化

当館作製マイクロフィルムから

＜メリット＞

短時間で多くの資料をデジタル化できる

準備作業が原資料からのデジタル化に比べて少ない

＜デメリット＞

画質が原資料からのデジタル化に比べて悪い

→マイクロからのデジタル化に適さないもの（彩色資料など）は、

原本からのデジタル化に切り替え
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7.まとめ
できるだけ早く、多く、資料を傷めずに

外注
保存と利用の
優先度が高い

マイクロ
モノクロでも利便性
向上が見込まれる

内製
外注ではデジタル化
対象になりにくい

原本
貴重書・準貴重書
マイクロ資料がない
カラー画像が望ましい

⇒資料の特性に応じたデジタル化
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参考：国立国会図書館デジタルコレクションの機能（1）
https://dl.ndl.go.jp/
https://dl.ndl.go.jp/help#idx3-2

「コレクション古典籍資料（貴重書等）」⇒「すべての条件」⇒古典籍資料専用の検索画面

錦絵や絵図、漢籍、印刷資料や書写資料など、資料の種類で絞り込んだ検索も可能

https://dl.ndl.go.jp/
https://dl.ndl.go.jp/help#idx3-2
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参考：国立国会図書館デジタルコレクションの機能（2-1）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1288278

コンテンツ表示エリア 書誌情報エリア 共有エリア

ダウンロードエリア

https://dl.ndl.go.jp/pid/1288278
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＜コンテンツ＞タブ

収録されている画像の
サムネイルを一覧する
ことができる

＜目次＞タブ

階層構造で目次・巻号を
見ることができる

＜画質調整＞

デジタル化画像の表示を
調整できる

参考：国立国会図書館デジタルコレクションの機能（2-2）
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参考：国立国会図書館デジタルコレクションの機能（2-3）

解題・抄録

一部資料の書誌情報エリアにある

ダウンロードエリア

ファイル形式、サイズ、
コマ範囲を指定する

共有エリア

SNSで情報を共有するため
のボタンやIIIFマニフェス
トのURIなどがある
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参考：次世代デジタルライブラリー

https://lab.ndl.go.jp/service/tsugidigi/ https://lab.ndl.go.jp/data_set/r4ocr/r4_koten/

https://lab.ndl.go.jp/service/tsugidigi/
https://lab.ndl.go.jp/data_set/r4ocr/r4_koten/
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